
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
六
十
四
号

刑
事
確
定
訴
訟
記
録
法

（
目
的
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の

記
録
の
訴
訟
終
結
後
に
お
け
る
保
管
、
保
存
及
び
閲
覧

に
関
し
必
要
な
事
項
を
定
め
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
訴
訟
の
記
録
の
保
管
）

第
二
条
　
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
の
記
録
（
犯
罪
被

害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
た
め
の
刑
事
手
続

に
付
随
す
る
措
置
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
二
年
法
律

第
七
十
五
号
）
第
二
十
条
第
一
項
に
規
定
す
る
和
解
記

録
に
つ
い
て
は
、
そ
の
謄
本
）
は
、
訴
訟
終
結
後
は
、

当
該
被
告
事
件
に
つ
い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判

所
に
対
応
す
る
検
察
庁
の
検
察
官
（
以
下
「
保
管
検
察

官
」
と
い
う
。
）
が
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
り
保
管
検
察
官
が
保
管
す
る
記
録

（
以
下
「
保
管
記
録
」
と
い
う
。
）
の
保
管
期
間
は
、
別

表
の
上
欄
に
掲
げ
る
保
管
記
録
の
区
分
に
応
じ
、
そ
れ

ぞ
れ
同
表
の
下
欄
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

３
　
保
管
検
察
官
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、

保
管
期
間
を
延
長
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
審
の
手
続
の
た
め
の
保
存
）

第
三
条
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
再
審

の
手
続
の
た
め
保
存
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き

は
、
保
存
す
べ
き
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
保
管
期
間
満

了
後
も
、
こ
れ
を
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も

の
と
す
る
。

２
　
再
審
の
請
求
を
し
よ
う
と
す
る
者
、
再
審
の
請
求
を

し
た
者
又
は
刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百

三
十
一
号
）
第
四
百
四
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
選

任
さ
れ
た
弁
護
人
は
、
保
管
検
察
官
に
対
し
、
保
管
記

録
を
再
審
保
存
記
録
と
し
て
保
存
す
る
こ
と
を
請
求
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

３
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
保
管

検
察
官
は
、
請
求
に
係
る
保
管
記
録
を
再
審
保
存
記
録

と
し
て
保
存
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
し
、
請
求
を
し
た

者
に
そ
の
旨
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ

し
、
請
求
に
係
る
保
管
記
録
が
再
審
保
存
記
録
と
し
て

保
存
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

そ
の
旨
の
通
知
を
す
れ
ば
足
り
る
。

４
　
再
審
保
存
記
録
の
保
存
期
間
は
、
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
三
項
の
規
定
を

準
用
す
る
。

（
保
管
記
録
の
閲
覧
）

第
四
条
　
保
管
検
察
官
は
、
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
保

管
記
録
（
刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
一
項
の
訴
訟
記

録
に
限
る
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
閲
覧
さ
せ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
同
条
第
一
項
た
だ
し
書

に
規
定
す
る
事
由
が
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限
り
で
な

い
。

２
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
が
刑
事
訴
訟
法
第
五
十

三
条
第
三
項
に
規
定
す
る
事
件
の
も
の
で
あ
る
場
合
を

除
き
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
保
管
記
録
（
第
二
号

の
場
合
に
あ
つ
て
は
、
終
局
裁
判
の
裁
判
書
を
除
く
。
）

を
閲
覧
さ
せ
な
い
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
訴
訟
関
係

人
又
は
閲
覧
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら
れ

る
者
か
ら
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

一
　
保
管
記
録
が
弁
論
の
公
開
を
禁
止
し
た
事
件
の
も

の
で
あ
る
と
き
。

二
　
保
管
記
録
に
係
る
被
告
事
件
が
終
結
し
た
後
三
年

を
経
過
し
た
と
き
。

三
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
公
の
秩
序
又
は

善
良
の
風
俗
を
害
す
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る

と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

四
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
犯
人
の
改
善
及

び
更
生
を
著
し
く
妨
げ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

五
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
関
係
人
の
名
誉

又
は
生
活
の
平
穏
を
著
し
く
害
す
る
こ
と
と
な
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
。

六
　
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
裁
判
員
、
補
充

裁
判
員
、
選
任
予
定
裁
判
員
又
は
裁
判
員
候
補
者
の

個
人
を
特
定
さ
せ
る
こ
と
と
な
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
る
と
き
。

３
　
第
一
項
の
規
定
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
五
十
三
条
第
一

項
の
訴
訟
記
録
以
外
の
保
管
記
録
に
つ
い
て
、
訴
訟
関

係
人
又
は
閲
覧
に
つ
き
正
当
な
理
由
が
あ
る
と
認
め
ら

れ
る
者
か
ら
閲
覧
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す

る
。

４
　
保
管
検
察
官
は
、
保
管
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
場
合
に

お
い
て
、
そ
の
保
存
の
た
め
適
当
と
認
め
る
と
き
は
、

原
本
の
閲
覧
が
必
要
で
あ
る
場
合
を
除
き
、
そ
の
謄
本

を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
再
審
保
存
記
録
の
閲
覧
）

第
五
条
　
保
管
検
察
官
は
、
第
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る

者
か
ら
請
求
が
あ
つ
た
と
き
は
、
再
審
保
存
記
録
を
閲

覧
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
　
前
条
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前

項
の
請
求
が
あ
つ
た
場
合
に
準
用
す
る
。

３
　
保
管
検
察
官
は
、
学
術
研
究
の
た
め
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
場
合
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、

申
出
に
よ
り
、
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
前
条
第
四
項
の
規

定
を
準
用
す
る
。

（
閲
覧
者
の
義
務
）

第
六
条
　
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
し
た
者

は
、
閲
覧
に
よ
り
知
り
得
た
事
項
を
み
だ
り
に
用
い

て
、
公
の
秩
序
若
し
く
は
善
良
の
風
俗
を
害
し
、
犯
人

の
改
善
及
び
更
生
を
妨
げ
、
又
は
関
係
人
の
名
誉
若
し

く
は
生
活
の
平
穏
を
害
す
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
閲
覧
の
手
数
料
）

第
七
条
　
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録
を
閲
覧
す
る
者

は
、
実
費
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
手
数
料
を

納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
不
服
申
立
て
）

第
八
条
　
第
三
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
保
存
の
請
求
を

し
た
者
（
同
条
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第
二

項
の
規
定
に
よ
り
保
存
期
間
の
延
長
の
請
求
を
し
た
者

を
含
む
。
）
又
は
第
四
条
第
一
項
（
同
条
第
三
項
に
お

い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
若
し
く
は
第
五
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
閲
覧
の
請
求
を
し
た
者
で
あ
つ

て
、
当
該
請
求
に
基
づ
く
保
管
検
察
官
の
保
存
又
は
閲

覧
に
関
す
る
処
分
に
不
服
が
あ
る
も
の
は
、
そ
の
保
管

検
察
官
が
所
属
す
る
検
察
庁
の
対
応
す
る
裁
判
所
に
そ

の
処
分
の
取
消
し
又
は
変
更
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

２
　
前
項
の
規
定
に
よ
る
不
服
申
立
て
に
関
す
る
手
続
に

つ
い
て
は
、
刑
事
訴
訟
法
第
四
百
三
十
条
第
一
項
に
規

定
す
る
検
察
官
の
処
分
の
取
消
し
又
は
変
更
の
請
求
に

係
る
手
続
の
例
に
よ
る
。

（
刑
事
参
考
記
録
の
保
存
及
び
閲
覧
）

第
九
条
　
法
務
大
臣
は
、
保
管
記
録
又
は
再
審
保
存
記
録

に
つ
い
て
、
刑
事
法
制
及
び
そ
の
運
用
並
び
に
犯
罪
に

関
す
る
調
査
研
究
の
重
要
な
参
考
資
料
で
あ
る
と
思
料

す
る
と
き
は
、
そ
の
保
管
期
間
又
は
保
存
期
間
の
満
了

後
、
こ
れ
を
刑
事
参
考
記
録
と
し
て
保
存
す
る
も
の
と

す
る
。

２
　
法
務
大
臣
は
、
学
術
研
究
の
た
め
必
要
が
あ
る
と
認

め
る
場
合
そ
の
他
法
務
省
令
で
定
め
る
場
合
に
は
、
申

出
に
よ
り
、
刑
事
参
考
記
録
を
閲
覧
さ
せ
る
こ
と
が
で

き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
四
条
第
四
項
及
び

第
六
条
の
規
定
を
準
用
す
る
。

３
　
刑
事
参
考
記
録
に
つ
い
て
再
審
の
手
続
の
た
め
保
存

の
必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
お
け
る
そ
の
保

存
及
び
閲
覧
に
つ
い
て
は
、
再
審
保
存
記
録
の
保
存
及

び
閲
覧
の
例
に
よ
る
。

４
　
法
務
大
臣
は
、
法
務
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
権
限
を
所

部
の
職
員
に
委
任
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
法
務
省
令
へ
の
委
任
）

第
十
条
　
こ
の
法
律
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法

律
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
法
務
省
令
で
定
め

る
。

附
　
則
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
（
以
下
「
本
法
」
と
い
う
。
）
は
、

昭
和
六
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

第
二
条
　
刑
事
被
告
事
件
に
係
る
訴
訟
で
あ
つ
て
本
法
施

行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。
）
前
に
終
結
し

た
も
の
の
記
録
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
の
際
現
に
保

管
さ
れ
て
い
る
も
の
に
限
り
、
本
法
の
規
定
を
適
用
す

る
。

第
三
条
　
前
条
の
場
合
に
お
い
て
、
大
審
院
の
し
た
裁
判

の
裁
判
書
に
つ
い
て
は
、
本
法
施
行
の
際
現
に
保
管
検

察
官
が
原
本
に
代
え
て
保
有
す
る
そ
の
謄
本
を
当
該
裁

判
書
と
み
な
し
、
原
本
は
最
高
裁
判
所
が
保
存
す
る
も

の
と
す
る
。

第
四
条
　
附
則
第
二
条
の
場
合
に
お
い
て
、
施
行
日
か
ら

六
月
を
経
過
す
る
日
前
に
第
二
条
第
二
項
の
保
管
期
間

が
満
了
す
る
こ
と
と
な
る
訴
訟
の
記
録
は
、
施
行
日
か

ら
六
月
を
経
過
す
る
日
ま
で
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、
当
該
訴
訟
の
記
録
の
閲
覧
に
つ

い
て
は
、
第
四
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
は
適
用
し
な

い
。

第
五
条
　
本
法
施
行
の
際
現
に
法
務
大
臣
が
刑
事
法
制
及

び
そ
の
運
用
並
び
に
犯
罪
に
関
す
る
調
査
研
究
の
重
要

な
参
考
資
料
と
し
て
保
存
し
て
い
る
刑
事
被
告
事
件
に

係
る
訴
訟
の
記
録
は
、
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
刑
事
参

考
記
録
と
み
な
す
。

（
略
式
手
続
に
よ
る
訴
訟
の
記
録
等
に
関
す
る
特
例
）

第
六
条
　
刑
事
訴
訟
法
第
六
編
又
は
交
通
事
件
即
決
裁
判

手
続
法
（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
三
号
）
に
定
め

る
手
続
に
よ
る
訴
訟
の
記
録
で
あ
つ
て
法
務
省
令
で
定

め
る
も
の
に
係
る
本
法
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、

当
分
の
間
、
第
二
条
第
一
項
中
「
当
該
被
告
事
件
に
つ

い
て
第
一
審
の
裁
判
を
し
た
裁
判
所
に
対
応
す
る
検
察

庁
の
検
察
官
」
と
あ
る
の
は
、
「
法
務
省
令
で
定
め
る

検
察
官
」
と
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
二
年
五
月
一
九
日
法
律
第
七

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
一
六
年
五
月
二
八
日
法
律
第
六

三
号
）
　
抄

1



（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
六
年
一
二
月
八
日
法
律
第
一

五
六
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
月

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
五
月
三
〇
日
法
律
第
六

〇
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
一
九
年
六
月
二
七
日
法
律
第
九

五
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年

六
月
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日

か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
〇
年
四
月
二
三
日
法
律
第
一

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
犯
罪
被
害
者
等
の
権
利
利
益
の
保
護

を
図
る
た
め
の
刑
事
訴
訟
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
九
十
五
号
）
の
施
行
の
日
か

ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
二
日
法
律
第
三

三
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
超

え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行

す
る
。附

　
則
　
（
平
成
二
五
年
六
月
一
九
日
法
律
第
四

九
号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

第
一
条
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
三
年

を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら

施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
令
和
四
年
六
月
一
七
日
法
律
第
六
八

号
）
　
抄

（
施
行
期
日
）

１
　
こ
の
法
律
は
、
刑
法
等
一
部
改
正
法
施
行
日
か
ら
施

行
す
る
。
た
だ
し
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
は
、
当

該
各
号
に
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

一
　
第
五
百
九
条
の
規
定
　
公
布
の
日

別
表
（
第
二
条
関
係
）

保
管
記
録
の
区
分

保
管
期
間

一
　
裁
判
書

１
　
死
刑
又
は
無
期
拘
禁
刑
に
処
す
る

確
定
裁
判
の
裁
判
書

百
年

２
　
有
期
拘
禁
刑
に
処
す
る
確
定
裁
判

の
裁
判
書

五
十
年

３
　
罰
金
、
拘
留
若
し
く
は
科
料
に
処

す
る
確
定
裁
判
又
は
刑
を
免
除
す
る
確

定
裁
判
の
裁
判
書

二
十
年
（
法
務

省
令
で
定
め
る

も
の
に
つ
い
て

は
、
法
務
省
令

で

定

め

る

期

間
）

４
　
無
罪
、
免
訴
、
公
訴
棄
却
又
は
管

轄
違
い
の
確
定
裁
判
の
裁
判
書

（
一
）
　
死
刑
又
は
無
期
拘
禁
刑
に
当
た

る
罪
に
係
る
も
の

十
五
年

（
二
）
　
有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
に
係

る
も
の

五
年

（
三
）
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
当
た

る
罪
に
係
る
も
の

三
年

５
　
控
訴
又
は
上
告
の
申
立
て
に
つ
い

て
の
確
定
裁
判
（
１
か
ら
４
ま
で
の
確

定
裁
判
を
除
く
。
）
の
裁
判
書

控
訴
又
は
上
告

に
係
る
被
告
事

件
に
つ
い
て
の

１
か
ら
４
ま
で

の
確
定
裁
判
の

区
分
に
応
じ
て

、
そ
の
裁
判
の

裁
判
書
の
保
管

期
間
と
同
じ
期

間

６
　
そ
の
他
の
裁
判
の
裁
判
書

法
務
省
令
で
定

め
る
期
間

二
　
裁
判
書
以
外
の
保
管
記
録

１
　
刑
に
処
す
る
裁
判
に
よ
り
終
結
し

た
被
告
事
件
の
保
管
記
録

（
一
）
　
死
刑
又
は
無
期
拘
禁
刑
に
処
す

る
裁
判
に
係
る
も
の

五
十
年

（
二
）
　
二
十
年
を
超
え
る
有
期
拘
禁
刑

に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

三
十
年

（
三
）
　
十
年
以
上
二
十
年
以
下
の
拘
禁

刑
に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

二
十
年

（
四
）
　
五
年
以
上
十
年
未
満
の
拘
禁
刑

に
処
す
る
裁
判
に
係
る
も
の

十
年

（
五
）
　
刑
の
一
部
の
執
行
猶
予
を
言
い

渡
す
裁
判
に
係
る
も
の

八
年

（
六
）
　
五
年
未
満
の
拘
禁
刑
に
処
す
る

裁
判
（
（
五
）
の
裁
判
を
除
く
。
）
に
係

る
も
の

五
年

（
七
）
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
処
す

る
裁
判
に
係
る
も
の

三
年
（
法
務
省

令
で
定
め
る
も

の
に
つ
い
て
は

、
法
務
省
令
で

定
め
る
期
間
）

２
　
刑
の
免
除
、
無
罪
、
免
訴
、
公
訴

棄
却
又
は
管
轄
違
い
の
裁
判
に
よ
り
終

結
し
た
被
告
事
件
の
保
管
記
録

（
一
）
　
死
刑
又
は
無
期
拘
禁
刑
に
当
た

る
罪
に
係
る
も
の

十
五
年

（
二
）
　
有
期
拘
禁
刑
に
当
た
る
罪
に
係

る
も
の

五
年

（
三
）
　
罰
金
、
拘
留
又
は
科
料
に
当
た

る
罪
に
係
る
も
の

三
年

３
　
そ
の
他
の
保
管
記
録

法
務
省
令
で
定

め
る
期
間

2


